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小平の地名の由来は、土地が平らであることから名付けられたとい
う話が伝わっています。しかし、市内には窪地と呼ばれる周囲より
も低くなっている土地が多くあり、人々の生活に密接に関わってい
ました。
かつての面影を残す場所、窪地が作りだした名所に立って、小平の
地形を感じてみませんか。

小平の
窪地を巡る

４月・５月の大型連休
窓口と施設の休業期間…………………７面
平成３２年成人式　実行委員を募集……８面

病気の予防や健康維持のために
25歳から39歳までの方　健康診査……５面

馬の背

平安窪の坂あじさいの小径あじさい公園
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小平の窪地

小平の歴史を拓く　第六
号、小平市史　地理・考
古・民俗編を参考に地図
を作成
※用水路は、消失、地下
化の場所も含みます。

窪地
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現在、市内の窪地の多くは舗装されて緩やかな坂道になっています。しかし、昔は
急な坂や段差として人々の生活に深く関わっていました。
ふだん気付かないような地形と小平の物語を探ります。

◆特別展　鈴木遺跡と江戸東京
鈴木遺跡発掘のきっかけとなった幕末期の水
車や、水田の跡の解説をします。また、発掘
調査で発見された江戸時代から明治時代の薬
容器や、昭和初期の納税完納賞と書かれた茶
わんなど、当時の人々の暮らしを知る貴重な
資料も展示します。
と　き　５月22日までの水曜・土曜・日曜
日、祝日　午前10時〜午後４時
※大型連休期間の開館情報は、７面をご覧く
ださい。
ところ　鈴木遺跡資料館（鈴木町１丁目487
番地１）
問合せ　文化スポーツ課☎042（346）9501

窪地から見る小平の歴史

散策しながら立ち寄ってみませんか
鈴木遺跡資料館

鈴
木
遺
跡
の
水
車
と
地
形

だ
い
だ
ら
ぼ
っ
ち
の
足
跡

　
だ
い
だ
ら
ぼ
っ
ち

は
、
伝
説
の
巨
人
で
、

日
本
各
地
に
さ
ま
ざ
ま

な
伝
承
が
残
っ
て
い
ま

す
。
天
神
窪
、平
安
窪
、

山
王
窪
な
ど
点
々
と
続

く
市
内
の
窪
地
は
、
だ

い
だ
ら
ぼ
っ
ち
が
富
士

山
に
向
か
っ
て
歩
い
た

足
跡
だ
と
い
う
話
が
残

っ
て
い
ま
す
（
小
平
ち

ょ
っ
と
昔
よ
り
）。こ
れ
ら
の
窪
地
は
、
畑
が
多
く

残
っ
て
い
た
昭
和
３０
年
ご
ろ
ま
で
深
さ
が
１
㍍
か

ら
５
㍍
ほ
ど
あ
り
、
道
路
が
舗
装
さ
れ
る
前
は
青

梅
街
道
か
ら
天
神
窪
を
通
る
と
き
、
坂
が
現
在
よ

り
も
急
で
、
上
る
の
に
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

　
台
風
や
長
雨
が
続
く
秋
ご
ろ
、
こ
う
し
た
窪
地

に
は
地
面
に
し
み
込
ん
だ
水
が
湧
い
て
１
か
月
か

ら
２
か
月
は
水
が
引
か
ず
水
た
ま
り
が
残
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。
平
安
窪
で
は
、
百
㍍
四
方
ほ
ど
の

大
き
な
水
た
ま
り
が
で
き
て
、
小
舟
を
使
っ
て
畑

な
ど
へ
往
来
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
窪
地
に
溜
ま
っ
た
水
の
形
が
、
大
き
な
足
跡
に

見
え
た
こ
と
か
ら
、
だ
い
だ
ら
ぼ
っ
ち
の
足
跡
だ

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
窪
地
は
都
市
化
な
ど
で
舗

装
・
整
備
さ
れ
、
今
は
ゆ
る
や
か
な
坂
道
と
し
て

面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

幕
末
期
の
火
薬
製
造
水
車 

場
所
の
決
め
手
は
段
差

　
鈴
木
遺
跡
（
現
在
の
鈴
木
小
学

校
周
辺
）
は
、
石
神
井
川
の
谷
の

先
端
に
あ
り
ま
す
。　

　
江
戸
時
代
、
こ
こ
に
は
小
麦
な

ど
を
ひ
く
巨
大
な
水
車
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
水
車
は
、
江
戸
時
代

末
期
の
黒
船
来
航
後
、
国
防
の
た

め
お
台
場
に
設
置
さ
れ
た
大
砲
用

の
火
薬
を
作
る
水
車
と
し
て
使
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
火
薬
は
、
木
炭
、
硫
黄
、
硝
石

を
ひ
い
て
混
ぜ
た
黒
色
火
薬
で

す
。
火
薬
の
原
料
は
硬
く
、
強
力

な
水
車
の
力
、
水
輪
を
回
す
水
の

力
が
必
要
で
し
た
。

　
鈴
木
遺
跡
の
場
所
は
、
玉
川
上

水
か
ら
の
水
、
巨
大
な
水
輪
を
回

す
た
め
の
水
を
落
と
す
段
差
、
落

ち
た
水
を
流
す
石
神
井
川
の
か
つ

て
の
水
源
部
が
近
く
に
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
地
形
の
お
か
げ
で
約
６

㍍
６０
㌢
㍍
と
、
建
物
三
階
建
て
ほ

ど
の
巨
大
な
水
輪
が
回
る
水
車
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
火
薬
製
造

水
車
は
わ
ず
か
１０
か
月

ほ
ど
で
爆
発
し
、「
危

な
い
か
ら
止
め
て
ほ
し

い
」
と
言
う
周
辺
の
農

家
か
ら
の
訴
え
で
、
も

と
の
粉
ひ
き
水
車
に
戻

り
ま
し
た
。

水
車
と
水
路
の
位
置

　
水
車
は
、
現
在
の
鈴
木
小
学
校

校
舎
付
近
に
あ
り
ま
し
た
。
水

は
、
鈴
木
新
田
北
側
田
用
水
（
現

在
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
）
か
ら
引

き
、
新
小
金
井
街
道
側
の
鈴
木
小

学
校
校
舎
付
近
に
落
と
し
て
い
ま

し
た
。
落
ち
た
水
は
小
学
校
体
育

館
の
南
側
を
通
り
、
小
金
井
カ
ン

ト
リ
ー
倶
楽
部
内
の
石
神
井
川
ま

で
つ
な
が
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

新小金井街道沿い、鈴木小学校の向かいにあります 水路があった鈴木遺跡保存区

②現在の平安窪

湧き出た野水は冷たく、澄んでとてもきれいに見えたそ
うです。
「湖のように水がたまり、かもが優雅に泳いでいる光景
は美しく、今でもその景色を忘れられない」と当時を思
い出す方もいます。

①昭和32年　平安窪の出水
小平市立図書館所蔵
飯山達雄氏寄贈

鈴木小学校校舎（右の建物）と
新小金井街道（左の壁上）の段差
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鈴木新田北側田用水路から水車用の水路を分岐して、水車
に流していました（鈴木遺跡Ⅲを参考に作成）
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美
し
さ
の
秘
密
は
盛
り
土
に
あ
り

　
あ
じ
さ
い
公
園
が
あ
る
場
所
は
、

天
神
窪
の
西
端
。
公
園
の
中
央
が
天

然
の
窪
地
で
、北
に
狭
山・境
緑
道
、

南
と
西
は
小
川
用
水
に
囲
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
緑
道
や
水
路
は
、
平
ら
な
土

地
か
ら
天
神
窪
を
通
過
す
る
た
め
に

盛
り
土
を
し
て
、
道
を
平
地
と
同
じ

高
さ
に
合
わ
せ
る
た
め
に
作
ら
れ
ま

し
た
。

　
窪
地
を
囲
む
よ
う
に
作
ら
れ
た
盛

り
土
に
よ
っ
て
で
き
た
空
間
が
、
公

園
に
な
り
ま
し
た
。
土
地
の
高
低
差

に
よ
り
公
園
全
体
が
き
れ
い
に
見

え
、
用
水
路
の
流
れ
と
と
も
に
景
色

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

湧
き
出
る
小
川
用
水

　
あ
じ
さ
い
公
園
南
東
側
、
回
田
道

に
面
し
た
地
点
に
、
小
川
用
水
の
水

が
地
下
か
ら
湧
い
て
い
る
場
所
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
場
所
に
は
、
小
川
用
水
が
天

神
窪
を
抜
け
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た

知
恵
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
小
川
用
水
は
、
青
梅
街
道
の
天
神

町
交
差
点
付
近
か
ら
北
へ
向
か
い
、

地
下
水
路
と
な
っ
て
あ
じ
さ
い
公
園

南
東
で
湧
き
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
伏
せ
越
し
と
い
う
工
法
で
土
地

の
高
低
差
に
よ
る
自
然
の
水
圧
を
利

用
し
た
仕
組
み
で
す
。

昔
の
小
川
用
水
と
回
田
道

　
回
田
道
の
拡
幅
工
事
に
よ
っ
て
地

下
化
さ
れ
た
小
川
用
水
。
工
事
以
前

は
、
窪
地
を
通
る
用
水
路
部
分
を
盛

り
土
し
て
、
水
を
通
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
を
築つ

き

樋ど
い

と
い
い
、
あ
じ
さ

い
公
園
南
側
の
水
路
が
周
り
の
土
地

よ
り
高
い
場
所
に
あ
る
の
は
、
こ
の

築
樋
の
名
残
り
で
す
。

　
公
園
い
っ
ぱ
い
に
咲
く
あ
じ
さ
い
。
見
学
者
で
に
ぎ
わ
う
あ
じ
さ
い
公
園

は
、
小
川
用
水
が
公
園
を
囲
む
よ
う
に
流
れ
、
美
し
い
景
色
が
あ
り
ま
す
。
　

　
こ
の
美
し
い
景
色
は
、
地
形
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
美
し
い
あ
じ
さ

い
公
園
の
景
色
を
作
っ
た
小
川
用
水
と
窪
地
の
関
係
に
迫
り
ま
す
。

窪地によってできた高低差。この差のおかげで見
える景色が変わり、美しい名所を作りました。
こうした窪地と景色の関係を、まちあるきガイド
と一緒にひも解いていきます。

窪地が生んだ

小平の名所

まちあるきガイドが解説

あ
じ
さ
い
公
園
の
景
色
の
秘
密

多摩湖（狭山市）から境浄水場（武蔵野市）
までの水道管を布設した道路を緑化したの
が、狭山・境緑道です。
水道管を通すために、地面が低い窪地に盛り
土をして地面のかさ上げをしています。
この緑道は、歩いていて土地の高低差がわか
りやすく見えるため、窪地巡りにうってつけ
の道です。

窪地を通るために盛り土をして用水路を通し
ています。回田道の小川用水のかつての姿が
想像できます。

学生時代は地理学を専攻し、中学校の社
会科教諭を経てまちあるきガイドをして
いる。地域資源発掘のため、市内の文化
財や地域資源を調べ、わかりやすく伝え
る活動をしている。

こだいら観光まちづくり協会
　　まちめぐり担当　石川純さん
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小平の窪地

小平の歴史を拓く　第六
号、小平市史　地理・考
古・民族編を参考に地図
を作成
※用水路は、消失、地下
化の場所も含みます。

小平市と西東京市の境をまたぎ、石神井川の
上を通る道。この石神井川の谷の先端部分に
鈴木遺跡があります。
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回田道の歩道の地下を水路が通っている。
歩道を歩いていてもわずかな傾斜にしか感
じないが、湧き出る水の勢いから地下から
地上に上がってくる水の力を感じる。

こだいらまち巡りガイド
まちあるきガイドが解説をしながら歩きます。ふだん歩い
ている道を、歴史や地理など違った視点で学びませんか。
◆玉川上水・野火止用水に沿って
市内西部の小川地区の玉川上水、小川寺、神明宮、野火止
用水など、歴史や自然を楽しみながら約５㌔㍍を歩きます。
と　き　５月18日（土）　荒天中止
集　合　午前９時30分　西武線・多摩モノレール玉川上
水駅改札
※解散は午後１時ごろ、西武線東大和市駅。
費　用　500円
◆緑深い狭山・境緑道と糧うどん
萩山駅から緑道に沿ってあじさい公園、花街道花壇など
花、樹木を楽しみ、小平ふるさと村では糧うどんを味わい
約４㌔㍍を歩きます。
と　き　６月15日（土）　荒天中止

まち歩きを楽しく
こだいら観光まちづくり協会
こだいら観光まちづくり協会には、情報冊子の小平にこな
いかや、ガーデンマップなど、まちあるきを楽しくする情
報が多くあります。散策ついでに立ち寄ってみませんか。
ところ　学園東町１−17−９
H検索　ふらっとなび　こだいらにこないか
問合せ　観光まちづくり協会☎042（312）3954、
Ainfo＠kodaira-tourism.com 集　合　午前９時30分　西武線萩山駅改札口

※解散は午後１時ごろ、西武線花小金井駅
費　用　1,000円（うどん代含む）

−共　通−
定　員　各15人
申込み　電話または電子メールで希望コース、住所、氏
名、電話番号をこだいら観光まちづくり協会へ（先着順）

この緑道からあじさい
公園をきれいに眺める
ことができるのは、盛
り土の高低
差のおかげ
です

解説します


